
 

 

 

 

 

 

 

◆後期を迎えて、学校と家庭の一層の連携を◆      校長 北島 啓行 

 

 学校では、学習の基礎・基本の徹底を図るとともに、課題解決できる力を育み、豊かな心を育て

る教育を進めています。学校は学ぶ場であるとともに、生活の場でもあります。学校生活を通して、

自己存在感・自己肯定感や自己実現の喜びが感じ取れる学校づくりを推進しています。また、生徒

が将来への夢や希望がもてるようなキャリア教育の視点での進路指導も重要な課題です。 

 家庭では、「家庭のあり方を問い直そう」という提言が叫ばれています。子どもたちは、小学生か

ら高校生に至るまで、等しく家庭の最も大切な機能として、「家庭のみんなが楽しく過ごす」ことを

一番にあげています。すなわち、子どもたちは、家庭での精神的機能を重要視していることが伺え

ます。家庭が子どもの心を一層に育む場となるためには、家庭の中で豊かな会話があることや、家

族の一員としての役割を担わせることが必要です。各ご家庭で創意工夫をして、家庭のきずなを強

めていくことへの働きかけも重要なことであると考えます。 

 このような視点からも、学校と家庭が一層の連携を行い、子どもたちの成長を見守り、支援して

いくことが大切です。今後も一層のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

◆合唱コンクールを終えて ～歌声の響く学校～◆    

先日の 10月 17日、東金文化会館にて合唱コンクールが開催されました。

ご来場いただき、参観された皆様、ありがとうございました。また、ＰＴＡ

の役員の方々におかれましては、受付等のご協力、ありがとうございました。 

皆様のご協力の賜物と重ねて感謝申し上げます。 

 さて、これまでの１か月、学級で実行委員やパートリーダーを中心に練習

を重ね、想いを込めて曲を仕上げてきました。私もこれまで多くの学校での合唱コンクールを参観

してきましたが、全市的に見ても本校の合唱はトップクラスかと思います。合唱の声量・ハーモニ

ーの素晴らしさは当然ながら、生徒の他クラスの合唱を聴く姿勢やコンクールに臨む態度は群を抜

いていると感じました。 

合唱を通じて、歌の素晴らしさだけでなく、委員や係との協力を含めて、学級が一つの事へ団結

し、真剣に取り組んでいる姿は、また一歩大きく成長した証だと思います。 
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◆各クラス賞・個人賞の発表◆            （敬称略） 

 １年生 ２年生 ３年生 

最優秀賞 
１年Ｆ組 

あさがお 

２年Ｅ組 

モルダウ 

３年Ｄ組 

群青 

優秀賞 
１年Ｅ組 

COSMOS 

２年Ｃ組 

輝くために 

３年Ｅ組 

友 ～旅立ちの時～ 

特別賞 Ａ組エーデルワイス（ミュージック・ベル） 朝の風に（合唱） 

優秀指揮者賞 
Web版では個人名を記載しておりません。 

優秀伴奏者賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆避難訓練実施◆ 

 例年は夏季休業明けの初日に避難訓練を実施していましたが、猛暑の中

の実施を考慮し、今年度は後期始業式の日に実施しました。この日は千葉

南消防署から署員の方々をお招きして、講話と消火器を使用した消火訓練

を実施しました。 

～合唱コンクール実行委員長より～ 

 私が一番大事にしている言葉があります。「人は人生が公平でないことを悟れるくらいに成

長しなくてはならない。そしてただ、自分のおかれた状況の中で、最善を尽くすべきだ。」人生

は常に公平でないし、その中で自分たちのおかれた状況、立場で今、何ができるか、次に何が

できるか、それをしっかりと考えていかなければいけないと思います。１，２年生はまだ来年

があります。今回得た経験を胸に、１年生は想いを糧にして頑張ってほしいです。２年生は最

後の合唱コンクールを後悔のない最高のものにしてほしいです。そして３年生の皆さん、改め

て私はこの学年で本当に良かったと心から思います。 

今年の合唱コンクールは、まさに「詞乗最響」になったと思います。 

合唱コンクール 実行委員長 

～最優秀賞 受賞クラス ３年Ｄ組 実行委員より～ 

 合唱コンクールを終えて、私はまず当日まで練習を積み重ねてきたＤ組の仲間に、心の底か

ら感謝の気持ちを述べたいです。実行委員のやる気だけではここまで「群青」を突き詰めるこ

とはできなかったと思います。練習では不安や悔しさがたくさんありました。しかし、それら

をみんなで共有し、原動力に変えることができました。他のクラスの合唱からも、それぞれの

熱意が伝わってきて、自分たちが発表するまで必死で涙をこらえました。実行委員長が閉会式

で、今度は卒業式に学年全員で合唱を創りあげると言っていましたね。この合唱コンクールを

通して思いをぶつけ合った仲間やライバルと、これから創り上げていく合唱が、私はとても楽

しみです。 

３年Ｄ組代表生徒 


